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はじめに 
近年、超短パルスレーザーを用いた距離測定（測距）が注目を集めている[1-3]。特にデュ

アルコム分光法を用いると、その飛行時間計測からキロメートルまでの長距離測定が可能
となる[2]。さらには飛行時間計測結果と光干渉計測結果をつなぐことでナノメートルまで
の距離測定が可能となる。今回、我々は、このようなデュアルコム測距の測定可能範囲を広
げるために、サニャック干渉計を用いたデュアルコム計測装置を構築し、10 ピコメートル
オーダーの微小変位を定量的に計測することに成功したので報告する。 

 

実験方法・結果 
デュアルコム光源としては、二台の自作 Er添加ファイバーレーザー光源を用いた。二台

の周波数コム光源は、共にキャリアエンベロープオフセット周波数を周波数発振源に位相
同期しており、さらに狭線幅レーザーを介してお互いの光周波数を位相同期している。一台
目の周波数コム光源から出射された光は、図 1に示すサニャック干渉計部に導かれ、偏光ビ
ームスプリッターによって直交する二つの偏光成分に分け、異なる光路を往復する。片方の
光路には 100 m の光ファイバーを配置することで、往復した光が再び重なるときに、二つ
の光路長におよそ 300 m の差がつくようにした。その結果、サンプルとして用いるスピー
カーには、直交する二つの偏光成分の光が、約 1 μs の時間差で照射されるようにした。こ
の時間差の間に動いたスピーカーの振動変位量を計測するために、スピーカーを反射した
二つの偏光成分の光に対して、もう一台の光コム光源を用いてデュアルコム計測を行った。
二つの偏光成分の位相差を解析したところ、約 1 nmから約 10 pmまでの、スピーカーの極
めて小さい振動変位量を定量的に見積もることに成功した。 
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図 1  サニャック干渉計部の模式図 
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